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Ⅰ．緒言

　学校教育の成否は，教師の力に大きく依存してい
る 1）．そのため教師には，社会の変化や技術革新に
対応し，自身の資質能力を継続的に高め，成長して
いくことが求められる 2）．具体的には，環境の変化
を前向きに受け止め，教職生涯を通じて学び続け，
子ども一人ひとりの学びを最大限に引き出す役割を
果たし，子どもの主体的な学びを支援する伴走者と
しての資質能力である 1）．この教師の資質能力につ
いて，養成・採用・研修の連続性を意識した教師教
育という観点が強調されて久しいが，とりわけ，養
成段階における力量形成がより重要になってい
る 3）．教員養成課程においては，小・中・高といっ
た被教育体験期の再生産に陥ることなく，教職志望
者の授業観注 1）の転換を図る必要がある 1）．以上の
ことから，教師教育の中でも，養成段階に着目する

意義は大きいと考えられる．
　その中で，教師の教育に関する信念（以下，「信念」
と略す）は，教師がどのように教えるかに影響を与
える 4）．信念とは，教師が授業に関して持っている

「ねがい」であり，知識・技術とともに，教師の授
業力量を構成する要素の一つである 5）．そして，こ
の信念の 1 つに授業観がある．授業観とは，どのよ
うな授業を目指しているか，どのような授業をよい
授業と考えているかという教師の考え方であり 6）7），
教師の専門性向上にとって，授業観形成が重要であ
る 8）．とりわけ今日の学校現場においては，子ども
の体力・運動能力の低さ，ならびに，運動する子ど
もとそうでない子どもの二極化傾向が問題になって
いる 9）10）．したがって，授業観の中でも，体育授業
観について焦点化して検討することは極めて重要で
あると考えられる．
　このような背景から近年，体育授業観に関する研
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　本研究の目的は，保健体育科教員養成課程の大学生が有する陸上競技授業観の実態について，体育授業観
との比較から，事例的に明らかにすることである．保健体育科教員養成課程の大学 3 年生 21 名を対象に，
自由記述式による質問紙調査を行った．その結果，以下の 3 点が明らかとなった．1）保健体育科教員養成
の大学生の有する陸上競技授業観は，学習指導要領の目標・内容に関連した授業観，学習指導に着目した授
業観，授業の目標と評価に関連した授業観，授業における雰囲気に着目した授業観，の 4 つの大別された．
2）陸上競技授業観と体育授業観との比較において，【学習指導に着目した授業】が占める割合に差はなかっ
たが，【授業の目標と評価】では陸上競技授業観が多く，【授業における雰囲気】は陸上競技授業観が少な
かった．3）21 名のうち，陸上競技授業観と体育授業観が完全に一致している学生が 1 名，全く異なる授業
観を有している学生は 8 名であった．
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究が蓄積されてきた．江藤 3）は，養成段階の教科
の指導法を通した体育授業観の様態およびその変容
について検討した．その結果，講義の受講前後にお
ける小学校教員志望学生の有する体育授業観は，【授
業の実践】，【児童に身につけてほしいこと】，【児童
の学習】に分類されることなどが明らかとなった．
また，嘉数 11）は，体育教員志望学生の体育授業観
の内容を明らかにするために，体育授業観に関する
尺度を構成し，学年間の差異を検討した．その結果，
養成段階の学生が保持する体育授業観は，【生徒を
動機づける授業】，【雰囲気の良い授業】，【理想的な
授業】の 3 因子から構成されることなどが明らかに
なった．加えて，教育実習前の小学校教員志望学生
が保持する体育授業観を明らかにすることを目的と
した住本12）の報告では，学生の有する体育授業観は，

【体育授業の目標に関すること】，【体育授業の情意
面に関すること】，【体育授業授業の安全面に関する
こと】の 3 つに分類できることが明らかとなった．
さらに，保健体育科教育実習生の体育授業観が教育
実習を経験することで，どのように変容するのかに
ついて検討した嘉数・岩田 13）では，実習生が教育
実習における授業実践に関する様々な経験や学習を
通して，「体育授業の実践」という授業を想定した
考えを形成していったことなどが明らかにされた．
このように，近年，養成段階における教員志望学生
や教育実習生の体育授業観に関する研究が蓄積され
てきている．
　しかしながら，これらの体育授業観に関する先行
研究では，体育全般の授業観に着目しており，各運
動種目の授業観については検討されていない．体育
における運動領域として，体つくり運動，器械運動，
陸上競技，水泳，球技，武道，ダンス，体育理論の
8 領域が示されているが 9）10），それぞれ目標や内容
が異なるため，領域ごとに保健体育科教員養成課程
の大学生（以下，学生と略す）の保持する授業観は
異なる可能性が推察される．とりわけ，陸上競技に
ついては，多岐にわたる種目それぞれに特性があり，
専門的な技術・指導が求められるため，教育現場に
おいて取り扱いが難しい領域の一つである 14）と同
時に，体育授業における実施率が高い領域としても
挙げられる 15）．以上のことから，学生の陸上競技
に関する授業観（以下，陸上競技授業観と略す）は，
注目するに値する．そして，陸上競技授業観につい
て検討する際には，体育授業観と比較することで，
その実態が明確になると思われる．
　そこで本研究では，学生が有する陸上競技授業観
の実態について，体育授業観との比較から，事例的
に明らかにすることを目的とした．

Ⅱ．研究方法

1．調査期日および対象者
　本調査は，2022 年 10 月に実施された．対象者は，
A 大学保健体育科教員養成課程の大学 3 年生 21 名
であった．なお，対象者のうち，17 名は教育実習
を経験しており，残り 4 名は教育実習を経験してい
ない学生であった．

2．調査方法および調査内容
　調査方法として，自由記述式による質問紙調査を
用いた．また，調査内容として，体育授業観につい
て調査している嘉数 6）と山平ほか 7）を参考に，表 1
のように設定した．

表 1　質問紙調査の内容
① 良い陸上競技の授業とはどのような授業だと考えます

か．

② そのように考える理由を記述してください．
③ 良い体育授業とはどのような授業だと考えますか．
④ そのように考える理由を記述してください．

3．分析の手続き
　質問紙調査によって得られた陸上競技授業観およ
び体育授業観に関する自由記述のデータについて，
KJ 法 16）を用いて帰納的に分類した．具体的には，
まず，自由記述の内容をコーディングしてコードと
して位置づけた．次に，各コードの類似性に着目し
て，複数のコードを包括するサブカテゴリーを生成
した．さらに，生成された複数のサブカテゴリーを
包括するものとして，サブカテゴリーの上位に位置
するカテゴリーを生成した．その後，陸上競技授業
観として記述されたコードと，体育授業観として記
述されたコードに分けたうえで，生成されたカテゴ
リー数の比率を求めた．なお，回答理由に関する項
目については，各授業観の解釈およびコード化，な
らびに，考察に用いることとした．また内的妥当性
については，仲間同士での検証 17）を用いることで，
担保できるように努めた．具体的には，筆頭著者，
ならびに，体育科教育学を専門とする大学院博士課
程前期学生 2 名の共同で分析を実施した．分析者間
で意見が一致しなかった箇所については，著者間で
協議し，三者が納得のいくまで検討を行った．

4．倫理的配慮
　質問紙調査の際，本研究の目的，研究への参加は
自由であること，回答については本研究以外の目的
には使用しないことを口頭および文書で説明し，同
意書への回答を求めたうえで実施した．本研究は，
大阪成蹊大学研究倫理審査委員会の承認を得ている
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（承認番号：大 2022-42）．

Ⅲ．結果

1．�生成されたカテゴリー，サブカテゴリー，コー
ドについて

　陸上競技授業観および体育授業観に関する自由記
述から生成されたカテゴリーを【　】，サブカテゴ
リーを《　》，コードを〈　〉で表記した．
　1 つ目のカテゴリーである【学習指導要領の目標・
内容に関連した授業】は，《知識面》，《技能面》，《思
考面》，《態度面》のサブカテゴリーで構成された．《知
識面》では，〈生徒が動きのコツを理解できる授業〉
が示された．《技能面》においては，〈技能が上達す
る授業〉や〈成功体験を感じられる授業〉等が挙げ
られた．《思考面》には，〈生徒が思考できる授業〉
が含まれた．《態度面》では，〈生徒の意欲が高い授
業〉や〈生徒が精一杯力を発揮できる授業〉等が示
された．
　2 つ目のカテゴリーである【学習指導に着目した
授業】は，《運動量》，《安全面》，《難易度》，《生徒
中心》，《授業における説明》，《授業における展開の
工夫》，《技能差》，《グルーピング》，《協力》，《成果》
で構成された．《運動量》では，〈運動量が多い授業〉
や〈運動負荷が高すぎない授業〉等が示された．《安
全面》においては，〈怪我のない授業〉や〈安全な
授業〉等が挙げられた．《難易度》には，〈難易度が
適切な授業〉や〈全員ができる種目を実施する授業〉
が含まれた．《生徒中心》では，〈生徒の実態や意見
に応じた授業〉が示された．《授業における説明》
については，〈説明がわかりやすい授業〉が挙げら
れた．《授業における展開の工夫》には，〈走るだけ
ではない授業〉が含まれた．《技能差》では，〈技能
差があっても成立する授業〉が示された．《グルー
ピング》においては，〈技能同質グループによる授業〉
が挙げられた．《協力》には，〈仲間とコツを共有す
る時間がある授業〉と〈仲間と協力できる授業〉が
含まれた．《成果》では，〈生徒が成果を感じられる
授業〉が示された．
　3 つ目のカテゴリーである【授業の目標と評価】
は，《目標》，《評価》で構成された．《目標》では，〈目
標が明確な授業〉と〈個に応じた目標が設定される
授業〉が示された．《評価》においては，〈記録では
なく過程を評価する授業〉や〈記録で評価しない授
業〉等が挙げられた．
　4 つ目のカテゴリーである【授業における雰囲気】
は，《情意面》，《参加》で構成された．《情意面》で
は，〈苦手な生徒でも楽しいと思える授業〉，〈楽し

いと思える授業〉等が示された．《参加》においては，
〈全員が参加できる授業〉や〈苦手な生徒でも参加
できる授業〉等が挙げられた．

2．�陸上競技授業観と体育授業観の各カテゴリーに�
おけるコード数

　生成されたコードの総数は 83 であり，そのうち
陸上競技授業観に関する回答から生成されたコード
が 36，体育授業観に関する回答から生成されたコー
ドが 47 であった．
　【学習指導要領の目標・内容に関連した授業】に
おいて，陸上競技授業観は 17（47.2％），体育授業
観は 16（34.0％）のコードが生成された．【学習指
導に着目した授業】において，陸上競技授業観は
11（30.6％），体育授業観は 14（29.8％）のコード
が生成された．【授業の目標と評価】において，陸
上競技授業観は 6（16.7％），体育授業観は 2（4.3％）
のコードが生成された．【授業における雰囲気】に
おいて，陸上競技授業観は 2（5.6％），体育授業観
は 15（31.9％）のコードが生成された．

3．�各学生における陸上競技授業観と体育授業観の
比較

　各学生における陸上競技授業観と体育授業観のカ
テゴリー，サブカテゴリーは，表 3 の通りである．
21 名の学生のうち，カテゴリー・サブカテゴリー
ともに，コード数も含めて陸上競技授業観と体育授
業観が完全に一致したのは 1 名，カテゴリー・サブ
カテゴリーに完全一致のものが 1 つ以上だったのは
9 名，カテゴリーが一致しているものはあるが，サ
ブカテゴリーが異なるものであったのは 3 名，カテ
ゴリー・サブカテゴリーともに，完全一致している
ものが 1 つもないのは 8 名であった．なお，表 3 に
おいては，◎：カテゴリー・サブカテゴリーともに，
コード数も含めて完全一致している，◯：カテゴ
リー・サブカテゴリーに完全一致のものが 1 つ以上，
△：カテゴリーが一致しているものがあるが，サブ
カテゴリーが異なるものがある，×：カテゴリー・
サブカテゴリーともに，完全一致しているものが 1
つもない，として表記した．

Ⅳ．考察

1．陸上競技授業観と体育授業観の全体的な差異
　1 つ目のカテゴリーである【学習指導要領の目標・
内容に関連した授業】に含まれるコード数について，
陸上競技授業観では全体の 47.2％，体育授業観では
全体の 34.0％であった．その中で，サブカテゴリー



大阪成蹊大学紀要　教育学部篇　第 10 号

— 94 —

表 2　生成された陸上競技授業観と体育授業観に関するカテゴリー，サブカテゴリー，コード

カテゴリー サブ 
カテゴリー コード 

陸上競技授業観 体育授業観 

カテ 
ゴリー 

サブ 
カテ 
ゴリー 

コード 
カテ 

ゴリー 

サブ 
カテ 
ゴリー 

コード 

学習指導要
領の目標・
内容に関連
した授業 

知識面 生徒が動きのコツを理解 
できる授業 

 
17 

（47.2％） 

1 1 

16 
（34.0％） 

0 0 

技能面 

技能が上達する授業 

12 

4 

8 

1 
成功体験を感じられる授業 1 0 
苦手な生徒でも「できた」が
ある授業 1 0 

全員の技能が上達する授業 1 0 
目標に応じた技能が上達する
授業 1 0 

楽しく技能が上達する授業 1 0 
適切な運動量で技能が上達 
する授業 1 0 

「できなかった」が 
「できる」になる授業 1 2 

技能が身に付く授業 1 1 
「できた」がある授業 0 2 
「できた」が増える授業 0 1 
「できた」が多くある授業 0 1 

思考面 生徒が思考できる授業 1 1 0 0 

態度面 

生徒の意欲が高い授業 

3 

1 

8 

0 
生徒が精一杯力を発揮できる
授業 1 0 

学習規律が確立された授業 1 0 
生徒が主体的な授業 0 2 
生徒が積極的な授業 0 1 
生徒が努力する授業 0 1 
生徒が能動的な授業 0 1 
生徒が自己に向き合う授業 0 1 
生徒同士で工夫する授業 0 1 
生徒主体の授業 0 1 

学習指導に
着目した 
授業 

運動量 

運動量が多い授業 

11 
（30.6％） 

3 

1 

14 
（29.8％） 

5 

2 
運動負荷が高すぎない授業 1 0 
生徒の体力に応じた運動量が
設定される授業 1 0 

運動量が適切な授業 0 3 

安全面 
怪我のない授業 

2 
1 

3 
1 

安全な授業 1 1 
怪我なく安全な授業 0 1 

難易度 
難易度が適切な授業 

2 
1 

0 
0 

全員ができる種目を実施する
授業 1 0 

生徒中心 生徒の実態や意見に応じた 
授業 0 0 1 1 

授業における
説明 説明がわかりやすい授業 0 0 1 1 

授業における
展開の工夫 走るだけではない授業 1 1 0 0 

技能差 技能差があっても成立する 
授業 0 0 1 1 

グルーピング 技能同質グループによる授業 2 2 0 0 

協力 
仲間とコツを共有する時間が
ある授業 1 1 2 0 

仲間と協力できる授業 0 2 
成果 生徒が成果を感じられる授業 0 0 1 1 

授業の目標
と評価 

目標 
目標が明確な授業 

6 
（16.7％） 

2 
1 

2 
（4.3％） 

1 
1 

個に応じた目標が設定される
授業 1 0 

評価 

記録ではなく過程を評価する
授業 

4 

2 

1 

0 

記録で評価しない授業 1 0 
個人の成長を評価する授業 1 0 
結果ではなく過程を評価する
授業 0 1 

授業に 
おける 
雰囲気 

情意面 

苦手な生徒でも楽しいと 
思える授業 

2 
（5.6％） 

2 

2 

15 
（31.9％） 

11 

2 

楽しいと思える授業 0 5 
全員が楽しいと思える授業 0 3 
愛好度を高める授業 0 1 

参加 

全員が参加できる授業 

0 

0 

4 

2 
苦手な生徒でも参加できる 
授業 0 1 

全員が参加でき，高め合える
授業 0 1 

合計 36   47   
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表 3　各学生における陸上競技授業観と体育授業観のカテゴリーおよびサブカテゴリー

学生 
陸上競技授業観 体育授業観 

一致の
有無 カテゴリー サブ 

カテゴリー カテゴリー サブ 
カテゴリー 

A 学習指導要領の 
目標・内容に関連した授業 態度面 学習指導要領の 

目標・内容に関連した授業 態度面 ◎ 

B 授業における雰囲気 情意面 
学習指導要領の 
目標・内容に関連した授業 態度面 

◯ 
授業における雰囲気 情意面 

C 

学習指導要領の 
目標・内容に関連した授業 技能面 授業における雰囲気 情意面 

◯ 
学習指導に着目した授業 運動量 

学習指導要領の 
目標・内容に関連した授業 技能面 

学習指導要領の 
目標・内容に関連した授業 技能面 

授業における雰囲気 情意面 

D 

学習指導に着目した授業 運動量 授業における雰囲気 参加 

◯ 学習指導に着目した授業 協力 学習指導要領の 
目標・内容に関連した授業 技能面 

授業の目標と評価 評価 学習指導に着目した授業 運動量 

E 学習指導要領の 
目標・内容に関連した授業 技能面 

授業における雰囲気 情意面 
◯ 学習指導要領の 

目標・内容に関連した授業 技能面 

F 

学習指導要領の 
目標・内容に関連した授業 態度面 学習指導要領の 

目標・内容に関連した授業 態度面 
◯ 

学習指導要領の 
目標・内容に関連した授業 思考面 学習指導要領の 

目標・内容に関連した授業 態度面 

G 

学習指導に着目した授業 運動量 授業における雰囲気 情意面 

◯ 

学習指導に着目した授業 難易度 授業における雰囲気 情意面 

学習指導に着目した授業 安全面 学習指導に着目した授業 授業における 
説明 

学習指導に着目した授業 授業における 
展開の工夫 学習指導に着目した授業 安全面 

H 学習指導要領の 
目標・内容に関連した授業 技能面 

学習指導に着目した授業 安全面 
◯ 学習指導要領の 

目標・内容に関連した授業 技能面 

I 

学習指導に着目した授業 難易度 学習指導に着目した授業 運動量 

◯ 学習指導要領の 
目標・内容に関連した授業 技能面 

学習指導要領の 
目標・内容に関連した授業 技能面 

学習指導に着目した授業 技能差 

J 
授業における雰囲気 情意面 授業における雰囲気 情意面 

◯ 
授業における目標と評価 目標 学習指導要領の 

目標・内容に関連した授業 技能面 

K 
学習指導に着目した授業 安全面 

学習指導に着目した授業 生徒中心 △ 学習指導要領の 
目標・内容に関連した授業 態度面 

L 

学習指導に着目した授業 運動量 授業における雰囲気 情意面 

△ 授業における目標と評価 評価 学習指導要領の 
目標・内容に関連した授業 態度面 

学習指導要領の目標・内容に関
連した授業 技能面 学習指導要領の 

目標・内容に関連した授業 態度面 

M 学習指導要領の 
目標・内容に関連した授業 技能面 

学習指導要領の 
目標・内容に関連した授業 態度面 

△ 
学習指導要領の 
目標・内容に関連した授業 態度面 

N 学習指導要領の 
目標・内容に関連した授業 技能面 学習指導に着目した授業 安全面 

☓
学習指導に着目した授業 運動量 

O 授業の目標と評価 目標 
授業における雰囲気 参加 ☓

学習指導に着目した授業 グルーピング 

P 学習指導要領の 
目標・内容に関連した授業 技能面 授業における雰囲気 情意面 

☓
授業における雰囲気 参加 

Q 
授業の目標と評価 評価 学習指導要領の 

目標・内容に関連した授業 技能面 
☓

学習指導要領の 
目標・内容に関連した授業 知識面 授業の目標と評価 評価 

R 学習指導要領の 
目標・内容に関連した授業 技能面 授業における雰囲気 参加 ☓

S 授業の目標と評価 目標 

学習指導要領の 
目標・内容に関連した授業 技能面 

☓
学習指導要領の 
目標・内容に関連した授業 態度面 

授業における雰囲気 情意面 
学習指導に着目した授業 協力 

T 学習指導要領の 
目標・内容に関連した授業 技能面 

学習指導に着目した授業 運動量 
☓授業の目標と評価 目標 

学習指導に着目した授業 成果 
U 学習指導に着目した授業 グルーピング 授業における雰囲気 情意面 ☓
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《技能面》に着目してみると，嘉数・岩田 13）におい
ては，教育実習後の学生が有する体育授業観の 1 つ
として，《技能を身につけられる授業》が挙げられ
ており，そのコード数は全体の 10.3％であった．同
様に，本研究では，《技能面》について，体育授業
観では全体の 17.0％を占めていた．他方で，陸上競
技授業観において《技能面》は，全体の 33.3％を占
めていた．このように，陸上競技授業観において，《技
能面》の割合が高かった要因には，学生が陸上競技
は技能を伸ばすことが重要な運動領域であると捉え
ている傾向にあることが考えられる．例えば，《技
能面》に関する陸上競技授業観をもつ学生 C は，
その理由として，「陸上競技では『ただひたすら走る』
という授業になりがちだが，記録を向上させるため
には，走りのポイントを押さえたうえで，フォーム
などをよくしていることが大事だから」と述べてい
た．このような回答は多くの学生にみられ，体育授
業観と比較して，《技能面》を重視する陸上競技授
業観を有している学生が多くいる傾向が示唆され
た．
　2 つ目のカテゴリーである【学習指導に着目した
授業】に含まれるコード数について，陸上競技授業
観では全体の 30.6％，体育授業観では全体の 29.8％
であり，その差異は小さかった．山平ほか 7）にお
いては，海外の初等教員養成段階の事例ではあるも
のの，体育科教育法受講後の学生が有する体育授業
観の 1 つとして，【学習指導に着目した授業】が挙
げられており，そのコード数は全体の 59.3％であっ
た．そのため，本研究では，山平ほか 7）と比較して，

【学習指導に着目した授業】に関する授業観を保持
していない実態が推察された．また，サブカテゴリー
別にみると，陸上競技授業観のみで生成されたもの
として，《難易度》，《授業展開における工夫》，《グルー
ピング》が挙げられた一方で，体育授業観のみで生
成されたものとして，《生徒中心》，《授業における
説明》，《技能差》，《成果》が挙げられた．このよう
に，サブカテゴリー別にみると違いはあるものの，
陸上競技授業観と体育授業観において，【学習指導
に着目した授業】に関する授業観を保持している学
生は，同程度存在することが窺えた．
　3 つ目のカテゴリーである【授業の目標と評価】
に含まれるコード数について，陸上競技授業観では
全体の 16.7％，体育授業観では全体の 4.3％であっ
た．嘉数・岩田 13）でも，教育実習後の学生が有す
る目標や評価に関する体育授業観のコード数は，全
体の 13.8％であり，割合としてはいずれも小さかっ
た．その中で本研究では，陸上競技授業観と体育授
業観において，その割合に差がみられた．すなわち，

陸上競技では，良い授業が目標・評価と関係してい
るという考えをもつ学生が多いことが推察された．
この背景としては，陸上競技が，自己の目標とする
記録に挑戦することができる運動領域であること
18）が挙げられる．学生は，運動能力に差がある生
徒それぞれに適した目標を設定し，その成果を適切
に評価することが重要であると捉えていると考えら
れる．
　4 つ目のカテゴリーである【授業における雰囲気】
では，陸上競技授業観が 5.6％，体育授業観が
39.1％であった．この要因としては，陸上競技の走・
跳・投動作は，それぞれ 2 歳から 6，7 歳にかけて
成熟した動作になるため 19），多くの生徒がある程
度の技能を有しており，全く授業に参加できないと
いう状況が少ないことが考えられる．体育授業観で
は〈全員が参加できる授業〉や〈全員が楽しいと思
える授業〉といったコードが生成されたが，陸上競
技授業観においては，走・跳・投動作という比較的
単純な運動構造から，参加したり，楽しいと思えた
りする水準が低いために，このような結果になった
ことが推察される．なお，嘉数・岩田 13）においては，
教育実習後における【体育授業における生徒の雰囲
気】のコード数の割合は，全体の 27.6％であり，本
研究の体育授業観は，これよりも割合が高かった． 

2．�各個人における陸上競技授業観と体育授業観の
差異

　陸上競技授業観と体育授業観のカテゴリーおよび
サブカテゴリーが完全に一致した学生 A は，それ
ぞれ【学習目標・内容に関連した授業】の《態度面》
に関する授業観を保持していた．他方で，陸上競技
授業観と体育授業観において，同一のサブカテゴ
リーを有する学生は 9 名おり，そのうち 4 名は【学
習指導要領の目標・内容に関連した授業】の《技能
面》に関する授業観を有していた．また，《情意面》
は 2 名，《態度面》，《運動量》，《安全面》は 1 名が
共通する授業観を保持していた．サブカテゴリーは
一致しなかったものの，同様のカテゴリーに分類さ
れた授業観をもっていたのは 3 名であり，【学習指
導要領の目標．・内容に関連した授業】が 2 名，【学
習指導に着目した授業】が 1 名であった．一方で，
カテゴリー・サブカテゴリーともに，完全一致して
いるものが 1 つもなかった学生が 8 名いた．以上の
ように，陸上競技授業観と体育授業観においては，
同一の授業観を保持している学生もいれば，類似し
た授業観をもつ学生，全く異なる授業観を有する学
生など，多様な実態があることが窺えた．
　これまでの体育授業観に関する研究 11-14）では，
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体育授業全般の授業観について，その実態や体育科
指導法・教育実習前後の変容，学年間の差異などが
明らかにされている．他方で，本研究の結果からは，
学生が有する各運動領域の授業観は，体育授業観と
異なる可能性があることが示唆された． 

Ⅴ．まとめと今後の課題

　本研究の目的は，保健体育科教員養成課程の大学
生が有する陸上競技授業観の実態について，体育授
業観との比較から，事例的に明らかにすることで
あった．本研究の結果，以下の 3 点が明らかになっ
た．
1） 学生が有する陸上競技授業観は，学習指導要領

の目標・内容に関連した授業観，学習指導に着
目した授業観，授業の目標と評価に関連した授
業観，授業における雰囲気に着目した授業観，
の 4 つに大別された．

2） 陸上競技授業観と体育授業観との比較において，
【学習指導に着目した授業】が占める割合に差は
なかったが，【授業の目標と評価】では陸上競技
授業観が多く，【授業における雰囲気】は陸上競
技授業観が少なかった．

3） 21 名のうち，陸上競技授業観と体育授業観が完
全に一致している学生が 1 名，全く異なる授業
観を有している学生は 8 名であった．

　本研究では，陸上競技以外の運動領域に関する授
業観との比較や，陸上競技の中でもさらに，各運動
種目における授業観について検討することができな
かった．また本研究は人数が限られた事例研究であ
るため，さらなる事例の蓄積が求められる．この点
は今後の課題としたい．

注
1）  授業観と近い意味で使われる用語に，指導観があるが，体育科

教育学分野において，混在して使用されている現状がある 8）．
そこで本研究では，授業観と指導観について，直接引用箇所を
除いて，授業観という用語で統一して表記した．
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A Case Study of Health and Physical Education Teacher Training Course Students’
 Views of Teaching Track and Field

―A Comparison with the View of Teaching Physical Education―
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Abstract
　The purpose of this study was to clarify the actual situation of the view of teaching track and field held 
by students in the health and physical education teacher training program by comparing it with the view 
of teaching physical education, as a case study. To this end, an open-ended questionnaire survey was 
administered to 21 students enrolled in a health and physical education teacher training course. The 
results revealed the following three points: 1) Health and physical education teacher training students' 
views of teaching track and field were divided into four main categories: views of classes related to the 
objectives and content of the Courses of Study, views of classes focused on learning instruction, views of 
classes related to class objectives and evaluation, and views of classes focused on the learning atmosphere. 
2) In comparison between the views of teaching track and field and teaching physical education, there was 
no difference in the percentage of "class focused on learning instruction," but the teaching track and field 
view was higher in "class goals and evaluation," and the teaching track and field view was lower in "class 
atmosphere. (3) Of the 21 students, one student had an equivalent view of the teaching track and field 
from that of the physical education, and eight students had a completely different view of the physical 
education class.

Keywords
Health and physical education teacher training course, View of teaching physical education, View of 
teaching track and field
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